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表27．人工ふ化放流試験の経過訂正箇所
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小笠原におけるアオウミガメ漁業は、歴史も古く地域に密着した漁業であるが、その

漁獲量は明治のはじめ以降急激に減少した。そのため増殖の試象も種々行われ、明治４３

年には人工ふ化放流が開始された。この人工ふ化放流は昭和１５年から４５年の間中断さ

れたが、昭和６０年までに約１５万尾の椎ガメが放流された。しかし、永年の努力にかか

わらずアオウミガメの年間漁獲量は大正１２年以降、年による増減はあるものの年平均

１１０頭前後に低迷している。

昭和５５年度より水産庁の調査研究総合助成事業を受け、「アオウミガメ増殖技術改

良に関する研究」（昭和５５～５７年度）、「未成熟アオウミガメの資源生態に関する研

究」（昭和５８～６０年度）を実施した。その結果、採卵・埋卵・ふ化・稚ガメ養成等の

種苗生産技術は確立され、事業規模での生産も可能な技術的裏付けが得られた。他方、

アオウミガメは小笠原でふ化したあと、’千キロ離れた日本本土に長期間、広く分散し

主に海藻を食べながら生育し、１０年以上の年月を経て産卵のため小笠原に帰るという

生活環を推定することが出来た。この生活環は今後更に実証されなければならないが、

そのためには長期間有効な標識の開発が急務であり、本報告にあるアクチバブル・トレー

サー法も、その一つの試ゑである。

昭和４７年の小笠原水産センターの開所以降、明らかとなった知見をもとに、アオウ

ミガメの資源増殖方策を考えた場合、アオウミガメのように広大な海域をすゑ場とし、

各県沿岸に出現する水産動物については、いち東京都のみの取り組みでは､その効果は薄

く、数多くの県、更には諸外国も加わった、大きなプロジェクトによる取り組みが必要

と考える。

本報告はアオウミガメに関する基礎資料の積みあげであり、今後この報告書がアオウ

ミガメ資源増殖の一助として活用いただければ幸いである。

昭和６１年

東京都

場長

３月

水産試験場

伊藤茂
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まえがぎ

アオウミガメ（Ｃｈｅｌｏｎｉａｍｙｄａｓ（ＬＩＮＮＥ））の生活史は不明の部分が多い。それは、ア

オウミガメの生活域が非常に広いことも一因である。

小笠原諸島で卵からふ化した椎ガメは、ほとんど小笠原海域にとどまることなく、遠く伊豆諸

島、南西諸島海域に索餌回遊し、７～１０年後に産卵のために再び小笠原諸島に帰ってくる。

索餌海域については、過去の標識放流による若干の知見から、夏季には北海道、冬期には南下

して伊豆諸島以南の太平洋岸に生息しているようである。

回帰等を検討する基礎となる標識放流については、種々の方法が試みられているが、椎ガメに

標識をつける場合体重２５９のものが、約１００Ac9に成長して産卵回帰するため脱落し、従来の魚

貝類用の標識がそのまま使えないという問題がある。

本研究は、昭和55年～57年度のアオウミガメのふ化技術及び放流稚ガ夢の飼育技術の問題解

決を目的とした「アオウミガメ増殖技術改良に関する研究」に引続き、５８年度は索餌凹遊域で

ある南西諸島、５９年度は伊豆諸島海域での未成熟ガメ話資源生態知見の収集を行ったが､本年

度は更に引続き火山列島海域において同様の調査を実施した。

前年度に引続きアクチベブル・トレーサー法を活用した標識技法を検討し、アオウミガメ資源

増殖のための基礎資料の一助とする。

Ｕ年度別調査研究

各年度毎の調査研究の内容は表１のとおりである。

表１．年度別調査研究計画

年度
調査研究の内容項Ⅱ

６０

地域別漁獲量調査（索餌回遊経路の解明）

食性・成熟度等調査（保護方策の解明）

索餌海域環境調査（同上）

○
○
○

(1)

(2)

(3)

未成熟アオウミガメ

の生態調査

○
○

○標識の簡易化による大量標識技法の確立大量標識技法の確立

※アオウミガメの成長過程に伴う呼称について、卵からふ化した直後のカメを「稚ガメ」、１

才以上３才位迄を「仔ガメ」、４～７才位迄を「未成熟ガメ」、８才以上を「成熟カメ」と仮
に名付けて置く。

－１－



H調査結果

１．昭和６０年度

１）火山列島．沖の鳥島．南鳥島のアオウミガメの化態

火山列島は北硫黄島、硫黄島、南硫黄島の３島からなり、北緯２０｡～２８゜に散在する。南

烏島は東経１５３．５９′に位置し、日本の最東端である。

沖の鳥島は日本の最南端にあり、北緯２０．２５′３〃、東経１３６．４９′で北マリアナの

最北端にあるウラカス島とほぼ同緯度にあり熱帯域に属する。

（１）北硫黄島（図１のＡ）

周囲９１mの火山島で砂浜は殆どない石浜である。２０ｍ以浅の浅海には石サンゴの発達

が良く、島廻りに裾礁が承られる。また、アオウミガメの餌料となるラッパモク（Turb-

inariaornata）が北西～北東の岩礁に多く成育している。

今までの未成熟ガメの発見捕獲事例を表２に示す｡未成熟ガメは東側の石野村から北の鼻

にかけての海域に多い。戦前では1人のカメ漁業者が未成熟ガメを専門に捕獲していた。

狭い砂浜があって稀には産卵があっ麓’昭和55年６月に甲長452ｍ､体重U6A,を
捕獲（木村）した。

表２．北硫黄島の未成熟ガメの発見捕獲事例

発見年

大正１３年

発見捕獲者 事 例

植村網男※２ 戦前、栗本某（三宅島出身）がカヌーでカメ専門に操業して

いた。カメの上陸跡は１回だけ目撃したという。

大正時代は１０人位で泳いでカメを追い捕えた。１日に１～

２頭であったが、昭和１５年頃には１日１０頭位捕えた。春先に

はペアを見たこともある。

恒丸乗船中、石野村前で浮上した未成熟ガメ1頭を目撃した。

神徳丸でトビ漁の際、未成熟ガメの浮上を目撃し、手鈷で突

き損じた。甲長約６０ｃｍ位であった。

西村仲で捕獲、甲長４５．２c加、体重１１．６ｋ9であった。

石野村住居跡で食用に供したと推定されるカメ腹甲骨１枚採

集、推定甲長約７０ｃｍであった。

倉田洋二※３

中島堯久※４

※５
木村ジョンソン

山本勝博※６

昭和５５年

栗本ナツ。※２北硫黄島北野村出身者。※３元小笠原水産センター職員。

小笠原漁業協同組合員。※５小笠原水産センター職員。※６小笠原村役場職員。

※１

※４

－２－



(2)硫黄島（図ｌのＢ）

北硫黄島と南硫黄島の中間にあるので中硫黄島ともⅡ平ばれる火山'島である｡周囲２５ｋ〃

で３局中岐も大きな烏である。南北は崖とｲj浜で、東西に砂浜が広がる。その砂浜の長さ

は１４５ｋ伽と３階中肢も長い。昭和５１年の倉田、及び６０年の西村他の調査ではカメの」２

陸した形跡は全く認められなかった。また、海上及び潜水によるカメの目撃もなかった`、

戦前は島の南東の南海岸近くのタナ岩にカメが上り卵を産ゑふ化した。また、漂流木海

岸にもカメが上った(新)MlSiJ)との記録Ｍるが「この島の住民は,日島からカメを輪
ｉｉＥして食用に供した。活火''１の烏で陸｣２，海中に硫黄の噴出物や地熱、隆起もある」（宮

川１９８４※２）等のことからカメの牛息、庵卵に適さず戦前からカメの/,２息、産卵は少な
かったものと考える□

海藻は監獄岩西側にアミジグサの類が、石サンゴはその來側にわずかにふられた。

(3)南硫黄島（図１のＣ）

周囲７ﾉt"の火'１｣島で海形は産卵に適した砂浜はなく片上とイ｢浜である《、石サンゴは[ﾉ(j側は

少なく、東側と南側に最も良く発達し、一部iiF1礁となっている。海藻は少なくアミジグサ

類（Dictyotasp）の着ﾉ|ﾐが見られる。未成熟ガメは南西側水深８ｍで，頭を,I鑿しただ

けである（写真(')～(2)、西村他、１９８５）、その他２１u]の潜水調査（河野他１９７７黒

）Ⅱ１９８４※３）では↓しられないことから、アオウミガメの生息は少ないものと考えられる。
(4)南鳥島（図２）

周Dfl45/bmの三角形の,;〔礁で、その外縁は急深で石サンゴの化育は良い。アオウミガメ
※４

の餌料となる大型海藻は兄らｵLないが、未成熟ガメが′|き'息している（大島１９７７）。

神源治氏が採捕したカメを測定したが、甲長５０．６ｃｍで未成熟ガメであった。

産卵は、西側の礫浜で'二陸ガメの｝'と跡を川､lけ産卵床を確耐し、採集した卵は５３個で

卵径４．５～５．０c〃、平均４５c〃、卵'１１は49.59～５５８９で平均49.09であった（倉}Ｈ

他１９７３）、父島産に比べると卵径、卵頃共に大きいこの卵は５３個を父島に持ち州

えり、９月９日２８頭がふ化した。甲長平均５１ｃ〃、体,E平均２７．３９で父島旅の甲長平

均４８ｃｍ、体重平均２３．９，に比べると梢大きい。南鳥島の産卵はｎ本の岐東端での初記

録である（写真(3)～(6))。

(5)沖の鳥島（図３）

父島から南西９５Ｍmに位置する準卓礁で周囲は，肌加、南北に狭く東西に長い。礁湖内

は全般に水深浅<最深部で７ｍで、アオウミガメの餌となる大型海藻は少ない。

※１硫黄島出身水産庁増殖研究所

※２〃小笠原父島住人

南硫黄島調査私信

南鳥島測候所

※３

※４
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外礁は急深で石サンゴの生育は良い。礁湖内の西側及水道部、外礁を潜水したがアオウ

ミガメの生息は認められなかった(中)||徹l9786倉田他１９８５８)。戦前に礁湖

内にタイマイが)とられたというが、更に精査を要する。
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写真一(1)下から見た未成熟ガメ。腹甲の汚れから棲みつぎガメであることが判る。

写真一(2)南硫黄島南端サンゴ礁上を泳ぐアオウミガメ。水深８，．
背甲の旭模様からアオウミガメの未成熟ガメであることが判る。
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写真一(3)西側の砂礫浜の産卵場（右端）

写真一(4)産卵・上陸跡
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写真一(5)南鳥島西海岸の産卵場。礫が多く産卵場として好適でない。
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灘

写真一(6) ５３個産卵、１４個腐敗。

９



写真一(8)左同（腹面）

Ｓ５２．２．１母島沖放流

Ｓ５２５２３三宅島再捕

エビ刺網で死亡

(背面）１才ガメの回遊

N０．４１８

写真一(7)

lllllli
写真一(9)同上標識にカメノテの着生が見られる
写真１才ガメの採捕事例

1０
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蝋騨

写真一（10）父島焼場に上陸

写真一（11）同上体重測定後再放流

写真産卵回帰の事例
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乙曇鑑溌=
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写真一（12）産卵回帰し、降海できず死亡

（Ｓ51.7.20放流、翌年５月１７日発見）

霧溌

写真一（13）同上妬４４８の頭骨
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2）種苗生産

（１）採卵用成熟ガメ

本年の小笠原諸島における成熟ガメの捕獲頭数は前年より少なく１１９頭、総重景は

13,885.0Ａ9であった。

島別、月別の捕獲頭数と重量を表３に示した。例年通り母島列島が１１０頭、１２，９７４AC,

と多く、父島列島では６頭、５６９．０k9であった。直背甲長及び体重組成は図４．５のとお

りで、この内採卵に用いた成熟ガメは母島産が主で４５頭である。

採卵に用いた成熟ガメの直背甲長の範囲は８６．８c〃～１０６．３c腕、平均値９２８ｃｍ、体重

の範囲は５３．０ｋ,～１８８０Ａ,、その平均値１１６．７ﾉt9である。

ｄ

２

ｒ

表３．アオウミガメ捕獲量

肩蔓 父島列島 母島列島 聟島列島 計

２，０６０．５ｋ,
３，７３４５

７，７４８．０

３４２．０

頭 頭 頭 頭８９．５Ａ9
249.5

230.0

０

1,971.0ル9
3,485.0

7,518.0

０

OAC,
０

０

３４２．０

月
月
月
月

３
４
５
８

１
３
２
０

７
０
３
０

１
３
６

０
０
０
３

８
３
５
３

１
３
６

計 ６ 569.0 1１０１２，９７４．０ ３ 342.0 1１９１３，８８５．０

(詞’０

１

３
９

３
８

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

Ｎ
ｌ
Ｘ㈱

５

８０ 8５ 9０ ９５１００１０５７５ １１０

(c腕）

国，５ ㈱ Ｎ＝５４
－

Ｘ＝９６．４

１０

５

９５１００１０５ １１０

(cｍ）

8０ ８５ ９０７５

図４．捕獲ガメの直背甲長組成
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(詞，５ ㈱

１
７

５
９

｜
｜
｜
｜

Ｎ
ｌ
Ｘ

１０

５

Ｅ－Ｆ
５０６０７０８０９０１００

－￣一
１３０１４０１５０１６０１７０１８０１９０1１０１２０

(〃）

鬮，５ (焔
Ｎ＝６７
￣

Ｘ＝１３３

10

５

５０６０７０８０９０１００１１０１２０１３０１４０１５０１６０１７０１８０１９０

（〃）
図５．捕獲ガメの体重組成

(2)産卵、採卵、埋卵、ふ化

種苗生産は父島屏風谷の水産センターの増殖施設において、種苗生産は父島屏風谷の水産センターの増殖施設において、採卵・埋卵方法等は従来実

施してきた方法で行った。

本年度の採卵用成熟ガメは４５頭で、その内の３９頭が産卵した。蓄養池内の産卵は５月

１０日に始まり８月２４日終了し、盛期は例年通り７月であった。総産卵数は１６，９０６粒で、

個体別産卵数を表４に示した。産卵腹数は１４９腹、1頭当りの産卵回数は１～６回、平均

3.8回で、平均産卵数は４３３個であった。

砂に埋卵したのが主であるが－部はふ化箱を用いた。結果は表５の通りであるが総埋卵

数は１６，７６５粒、ふ化（脱出）数は１１，８８５頭、ふ化（脱出）率の平均は７０９％であっ

た。なお、ふ化場の地中温度は表６に示した。旬平均２４３～２９．６℃、箱中の温度は夜間

の温度低下のため低く、ふ化日数は箱が平均７日遅れた。産出稚ガメの１１，８８５頭と、こ

の他に天然卵の保護等で集卵し、そのふ化した椎ガメ１，４８８頭を得たので総計１３，３７３頭

となる。この中１２，２１２頭を放流し、750頭を１才ガメまで飼育にｷ素である。

※飼育中の７５０頭は４４９頭が海洋センター、３０１頭が沖縄県黒島の海中公園センター八重山

研究所及び長崎県べっこう会館で飼育中である。
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表４昭和６０年度個体別産卵数

産卵月日・産卵数（個）
標識Nｕ 回数

lpl

１
７
３
５
８
０
３

４
７
６
９
９
４
２
９
８
０
５
４
３
１
３
３
５
７
２
４
２
０
４
４
３
４
５
７
２
７
８
５

１
６
６
１
０
１
１

１
２
３
５
９
８
５
５
０
８
１
６
１
８
３
３
６
０
０
５
１
９
２
８
１
２
９
３
６
０
９

１
１

３
８

６
１

２
８
４
６
１
７

９
１
２

９
９
０

４
２

０
０
０
１

Ｍ
Ｍ
加
加
Ｍ
肌
沈

Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
加
脚
Ｍ
Ｍ
Ｍ
鮒
Ｍ
伽
加
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ⅵ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ

９２０

９２２

９２４

９２７

９３１

９３５

９３６

９３８

９４１

９４７

９５０

９５２

９５４

９５８

９５９

９６３

９６５

９６６

９６９

９７０

９７１

９７２

９７４

９７８

９７９

９８０

９８１

９８２

９８５

９９２

１０００

１００５

１００６

１００７

１００８

１００９

１０１０

１０１１

１０１２

１０１３

１０１５

３１／496

１０７２

１０７３

４

不明
〃

合計}

９
５
３
８
０
１
２

０
６
５
１
６
７
４
４
７
１
０
０
５
３
４

５
３
９
１
３
３
５
６
３
１
１
３
３

４
６
１
２
２
４
２

２
０
２
５
９
１
９
７
１
９
１
６
１
３
１

７
１
１
３
３
９
３
９
４
３
０
９
０

１
１
１
１
１
１

０
８
０
９
１
７

２
９

０
１
１
１
５
８
４
０

５
７
１
３
７
０

０
５
０
９

Ｍ
加
川
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ

Ⅵ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
洲
Ｍ
Ｍ
Ｍ
別
Ｍ
Ｍ
加
肌
Ｍ
Ｍ

Ｍ
川
Ｍ
Ｍ
Ｍ
、
加
加
加
加
加
捌
舩

８
５
０
６
１
８
７
３
３
４
９
８
１
７
３
７
６
６
２
７
７
３
８
８
４
６
６
７
４
５
６
６
１
０

●
●
●
●
■
●
●
●
□
●
①
０
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

９
０
４
２
４
９
９
６
５
０
４
４
９
３
１
７
４
７
０
５
８
７
２
６
４
６
１
０
３
７
１
９
２
２

９
０
９
０
９
９
９
０
９
０
９
０
９
９
０
８
９
９
９
９
９
９
９
８
０
９
０
９
０
８
０
８
９
０

１
１

１
１
１

１
１
１
１
１

１

０
９
６
０
８
０
２

６
２
７
３
６
３
２

２
３
２
４
４
６
５

２
４
２
４
４
５
４
０
０
５
４
４
５
４
４
４
６
５
３
３
０
２
４
０
５
２
１
ｌ
４
２
４
０
４
５
４
２
２
５
２
０
５
ｌ
５
３
ｌ
ｌ
８
ｌ
川

０
１
５
３
５
２
７
２
７
７
０
５
６
４

６
３
５
９
７
９
１
２
９
０

２
１
２
５
３
２
９
５
３
２
３
６
９
０

０
２
７
５
０
１
１
５
１
８

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

５
８
９
０
０
３
６
６
８

３
８
５
５
３
２
８
０

Ｍ
ｍ
加
川
肌
湘
加
Ⅵ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
加
川
加

加
加
加
加
Ｍ
ｍ
Ｍ
加
加
加

７
６
５
０
２
６
１
０
７
９
３
７
３
４
２
１
９
８
１
６
１
２
２
１
４
９
１
２

７
７
１
１
５
２
２
０
４
０
１
９
９
１
８
１
１
８
３
３
９
３
３
５
３
９
８
０

２
３

６
８
０
２
７
４
６

０
８
１
８
５
０
８
３

Ⅵ
川
加
川
肌
川
Ｍ
Ｍ
ｍ
加
川
Ｍ
加
川
加
加
加
川
川
洲
肌
川
別
Ｍ
肌
加
肌
加

8/２１１６

8／1３９５

７
１
３
６
１
４
８
８
４
３
６

７
５
１
１
３
４
０
１
７
５
３

５
４
５
７
４
４
３
５
５
２
３

7/2８１２２

7/１２９１００

８／1２１３１

8/1０９６

3２４

４５３

8/５１１９ 5４４

２４７

１３３

５

６４８

２１５

５１８

3８１

６０７

５５２

２５９

１７９

７０３

３９０

8/７１１３

８／1５１２２

100.0

９６．４

９８．３

９９．６

９８．７

92.6

103.0

８８．８

９４６

１０５．０

8／1０１４３

5３６

１３２

３２６

３１３

９５

8/３１２０

７／1８７２

ｌ６ＤＯＯ
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表６埋卵中の地中

温度（ふ化場）

表5．ふ化方法別、埋卵、ふ化数

ふ化

（脱出）Ｈ数
ふ化

(脱出）率
ふ化

(脱出）数
埋卵数ふ化方法

Ⅱ旬

５月中旬

下旬

６月上旬

中旬

下旬

７月上旬

中旬

下旬

８月上旬

中旬

下旬

９月上旬

温度℃

（％）
６９．６

（粒）
6，３５８

（粒）
9，１４０

３
６
３
４
２
３
３
１
４
６
２
６

●
●
■
■
＆
●
●
の
●
●
●
Ｃ

４
５
６
６
８
９
９
９
９
９
９
８

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

４９日～６３日

平均５５．９日ふ化場埋卵

５７日～７４日

平均６２．９Ⅱ
2，８３０１１，８６８１６６．０発泡スチロール箱

その他※ 4，７９５１３，６５９１７６．３

7０．９１１，８８５計 1６，７６５

※天然卵を砂中から箱に移したもの、実験用を含む。

3）放流と再捕

（１）椎ガメの放流

稚ガメの月別、場所別放流数を表７に示した。昭和６０年７月８日～１１月１日までに廷

３１回、１２，２１２頭を放流した。放流場所及び頭数は父島６個所で放流数は９，７２２頭、母

島は１個所で放流数は２，４９０頭である。

（２）未成熟ガメ及び成熟ガメの標識放流

未成熟ガメ：父島近海で捕獲した未成熟ガメ７頭を標識放流した。その測定値は表８に

示した。

成熟ガメ：父島近海で産卵に上陸した成熟ガメ２１頭と、母島で捕獲ざれ採卵に用い

た成熟ガメ６頭、併せて２７頭を標識放流した。その測定値は表９－(1)、

(2)に示した。

（３）前年度の標識放流（追加）

報告書の印刷の都合で、昭和６０年３月分の、産卵終了後の雌ガメ９頭の標識放流が未

報告なのでここに集録し、その測定値を表１０に示した。従って５９年度の標識放流総数は

６７頭である。

（４）再捕

本年度の再捕ガメは日本本土で８頭（成熟ガメ５頭、仔ガメ３頭）、小笠原へ産卵回帰

したのが１頭、併せて９頭が再捕された。その測定値を表１１に示した。
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１１本本士では、父島で放流した雌ガメが４４日後に千葉県白浜で1千楠され、再放流され

たがその後２０５１１後に静|剛i(熱海の網代の定置網に入網し、再々放流された。冬でも伊豆

の海で生,息できることになる。当時の伊豆近海の水温は１８～１９℃である。

又、父島で放流した１才ガメが１年５２［｣後に福島IiL請戸沖で再捕され、１１j放流ざれ翌

１－１にその/中合で再々捕され、再々放流された．仔ガメの蚊北端回遊の記録である。

小笠原諸島に回帰した例では、父島北初寝で昭和５６年７月に産卵上陸したカメを標識

放流したところ、昭和６０年７）１１日にＩｌｊび北初寝にllil帰したもので、放流後約４年を締

過している。

表７．ふ化稚ガメの月別、場所別放流数

島父

’三
一
、

Ｓ６０．７

〃８

〃９

〃１０

〃11

２００

１，１９８

１，８４０

３１８

９６１

５

１１０

５０

７８３

４５１

１，１６９

３９６

1，３０１

２，８１０

６，７７３

１，２７８

５０

2００

1，２６９ 2，４９０

７７２

８１４ ９１１２２１１１．１ 1２，２１２

炎８．未成熟ガメ標識放流

放流年月日 甲長(cｍ） 捕獲場所

西島タコ岩

上野水族館で飼育

〃

父島巽西海岸

〃金石沢

〃タコ岩（ドーナツ器）

〃 二jえL桟橋

肢
肢
後
後
〃
〃
〃
〃
〃

左
右黄１０６４

〃１０４１

〃１０４２

〃１０７０

〃１０７１

〃１０９５

〃１０９６

６０．３．２８

６０．５．３

〃

６０．５

※

６０．５．１０

６０．９．２４

６０．１２．１０

4４．６

５２．３

４３．６

４Ｌ４

５５．３

５２．６

４９．３

１０．１

２１．１

１８．９

８．６

２１０

１９．０

１５．３

※水産センター下、その他は屏風谷下放流。
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表９－(1)父島の産卵親ガメの標識放流

標
号

番

識
捕獲状況場所放流年月日

取付部位

右後肢

〃

未産卵

波打際上陸開始

産卵後穴埋中

産卵中

産卵後穴埋中

採巣中

小穴堀中

〃

〃

〃 再捕

産卵後穴埋中再捕

小穴埋中

小穴堀中再捕
（Ｓ５６年放流）

小穴堀～産卵～帰海

採巣中

産卵穴埋中

採巣中再捕

未産卵帰海中

南初寝

〃

｣上初寝

〃

１０７４

１０７５

１０７６

１０７７

１０７８

１０７９

１０８０

１０８６

１０８７

１０７９

１０８６

１０８８

１０８９

１０９０

１０９１

１０９２

１０９１

１０９３

１０８０

１０７２

１０７３

１０９４

１１００

１１０１

１１０２

｜
’
｜
｜
’
｜
｜
｜
｜
’
’
’
’
’
一
｜
｜
｜
｜
Ⅳ
’
２
３
６
１

０
５
７
３
５

１
１
１
１
１

「５
９
０
０
８
４
０
２
５
４
２
２
９
７
３
４
３
４
０
８
６
４
３
３
３

□
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
。
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

３
２
９
６
０
３
７
４
４
３
４
５
２
５
７
５
７
７
７
８
４
４
６
７
１

９
９
９
９
７
０
９
９
９
０
９
９
９
９
８
９
８
９
９
８
９
０
０
９
０

１
１

１
１
１

６０．６．２４

〃

〃〃

〃〃

〃〃〃

間浜

二業地

北初寝

〃

間浜

北初寝

巽東海岸

北初寝

南初寝

〃

｣上初寝

南初寝

〃

二業地

屏風谷

〃

8／２８．、港
（4／１８再捕）

大村

解風谷

〃

〃〃

６０．６．２５

６０．６．２６

〃

6０．６．２８

〃

〃

〃

〃

〃〃

〃〃

６０．７．１

６０．７．３

６０．７．４

〃

６０．７．５

〃

６０．７．１９

６０．８．１１

〃

６０．８．２８

６１．１．１

〃

６１．１．２

３６６

肢
肢
肢

後
後
後

左
右
右

〃

〃

〃

〃

産卵再捕

埋卵中イケスヘ
（５／１１採捕）

未産卵イケスヘ
（５／２４採捕）

４／１７母島採捕

〃
鮒
鮒
左
右

〃

ＸＴ後肢
左後肢９３７

右後肢

ｲ｢後肢
/f後肢９５９

4／１５母島採捕

５／６母島採捕

4／２７母島採捕
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表９－(2)採卵用親ガメの標識放流（母島）

－１１コ 司弓「勿目

吐島採罹

Ｆ１

Ｌ｣

表１０．産卵親ガメの標識放流（前年度分）

標 識
放流年月日 場所 備 考

右後肢（200／459)※父島大村

〃

〃

父島屏風谷

〃

〃

〃

〃

〃

６０．３．９

〃

６０．３．１２

６０．３．１６

６０．３．２２

６０．３．２８

〃

〃

〃

黄１０５７

〃１０５６

〃１０５８

〃１０５９

〃１０６０

〃１０６８

〃１０６６

〃１０６７

〃1０６９

肢
肢

肢
肢

後
後
〃
〃
後
〃
後
〃

左
右

左
石

９２．６

８４．４

９３．７

９３．１

９２．１

１０５．０

９７．７

９３．０

９７．４

１２３．０

９１．０

１２８．０

１１５．０

１２０．０

１８４．０

１３４．０

１２２．０

１５６

９１４※

４７２※

４０７※

肢
肢

後
〃
後

左
右

，８，※

２４５※

４６９

左後肢

〃

〃 〃

※母島漁協の標識(赤）
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4）大量標識技法の確立

（１）目的

アオウミガメの標識方法として、アクチバブル・トレーサー法を応用し、大量標識技法

の確立を目的とする。

（２）材料と方法

ａ・標識元素と投与濃度

イ．三塩化コーロピウム（ＥｕCl３．６Ｈ２０）をマダイ用の粉末飼料に混合し、更にアジ

肉ミンチを加えて、飼料中濃度か２，０００ｐｐｍとなるようにした。

ロ．四塩化イリジウム（Ｉｒｃｌ４）についても同様の濃度とした。

ｂ，飼育試験

飼育は標識元素を含む餌料で飼育する試験区と、標識元素を含まない餌料で飼育する

対照区の２区について図６に示した計画期間で行った。供試稚ガメは１９８５年８月５日

に天然でふ化し、その後、餌付け等で十分'慣らした３０頭を用いた。また、飼育はコン

クリート水槽を用い、流水式で行った。対照区への標識元素汚染をさけるために、試験

区の配潰は図７のとおりにした。

給餌は原則として１日１回としたが、必要に応じて数1mに分けて与えた。

病気予防のため、１週間に１回の割合で水道水による淡水浴を行った。

口
３
斤

（分析）
１１／１５

二|讓続一
(月、日)8／５

W1i:｢I■
8／2１ 9／４ 9／1７

予備飼育

２ケ月４卍

図６．飼育スケジュール

１，３５０１ｍ １，３５０ｶMｍ

6,750,,ｍ

図７．実験水槽（水深１０ｃｍ）（平面図）

－２１－
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ｃ・放射化分析

イ．試料の採取部位

ＥｕおよびＩｒの投与を終了して

から２ケ月後に、試験区３頭、対

照区２頭を取りあげて分析試料と

した。

採取部位は図８に示したとおり

である。試験区の３頭については、

各々椎甲板（①､④）、肋甲板(②、

③）を骨板からカッターナイフで

はがして、それぞれ検体とした。

臂甲板(⑤)については啓骨板(⑤)′

も採取して検体とした。対照区は、

1頭について椎甲板（①）と臂甲

板（⑤）を、他の１頭については

全ての甲板を骨板からはがして検

体とした。

採取した検体はただちに通風乾

燥器で５０℃、２４～３０時間乾燥

して分析に供した。

ロ．放射化分析

放射化分析の条件は表１２のと

おりである。比較標準資料につい

ては一定濃度溶液を調整後、ろ紙

にしゑ込ませ、乾燥後にポリシー

ラーで密封して試料と同じ条件で

実施した。

結果

a・飼育結果

標識元素の投与期間中の給餌量お

よび、飼育記録を表１３に、また、

歩留り、成長を表１４に示した。へ

鰯
①、④～椎甲板

②、③～肋甲板

⑤～智甲板

⑤′～臂骨板

図８．放射化分析用採取部位

（①～⑤'６カ所）

表１２放射化分析

条項目 件

使用原子炉

熱中性子束密度

照射時間

冷却時間

検出器

波高分析器

測定時間

立教大学ＴＲＩＧＡ－２型

1.0×’０-181,-2.ｓ-1

２４時間（６時間×４日）

３６日間

Ｇｅ（Ｌｉ）半導体検出器

キャンベラ製４０００チャネル

波高分析器

６００ｓｅｃ

(3)

い死は標識元素投与終了後に試験区の１頭のみで、成長は順調で対照区と試験区の成長

の差は認められなかった。
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１日１頭当りの給餌量は体重の４～６％で、残餌は皆無でむしろ不足気味と水槽が狭

いこともあり、おたがいに首すじや後肢を噛承合って傷つけることがあった。

Ｅｕ投与期間中の８月３０日から９月３日にかけて餌不足による噛匁あいが激しいので

１日当り３０９のＥｕを含まない餌を増量した。

飼育期間中の水温は図９に示したとおりである。また、図１０，１１に体重組成を示した。

表ｌ３Ｅｕ及びＩｒ投与期間の給餌量及び飼育記録

;ﾐ壱三量
試 験 区 対 照区

飼育記録

[向背甲長、体重測定

：‐：（９） 飼育記録

而背甲長、体重測定8．２１

２２

２３

２４

４
４
４
４

７
７
７
７

０
０
０
０

７
７
７
７

⑮ 淡水浴 淡水浴加
伽
朋
刈
別
別
①
２
３
’
４
５
６
７

９

’１霊
Ｅｕ

化iii

1４０

７０

７０

７０

７０＋３０

７０＋３０

}…
エサ不足でカミ合いが激しい

のでＥｕを含む餌の他に３Ｍ／

１日増量する。１４８

７４＋３０

1４０

７０＋３０

1００

１００

１００

１００

1００

１００

１００

１００

⑧ 淡水浴

８，９日分を３回に分けて投与

５０９づつ２[１１に分けて投与

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

２００

１００

１００

１００

１００

１００

１００

１００

１００

２００

１００

１００

１００

１００

１００

１００

１００

１００

９
０
１
２
３
４
５
６
７

１
１
１
１
１
１
１
１

Ｉｒ

試験区と同様
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表１４．供試稚ガメの頭数及び大きさ

９月１８日

(終了時）

１１月１５日

(検体採取時）
８月２１日

（開始時）
測定月日測定月日

項項区区

飼育頭数

へい死数

直背…Ｗ
…別縢［

１５

０

９．８

９．３

１０．４

１６７．０

１３６．０

１９８．０

１４

１

１５．２

１４．５

１６．１

６０３．９

４９５．０

７５０．０

６
１
９
６
０
０

●
●
●
●
●
●

５
０
７
７
７
８
９
８

１
７
６
８

試験区

飼育頭数

へい死数

直背甲長に､l蕪「
…”砿⑮

１５

０

９．７

９．２

１０．４

１６３．０

１４１．０

１９９．０

１５

０

１５．２

１３．８

１６．２

６２４０

４６５．０

７８０．０

５
３
０
３
０
０

●
●
●
●
●
●

５
０
７
７
８
８
７
０

１
７
６
９

対照区

２９

Ｊ

水
温
℃
く

2８

２７

２６

２５

図９．飼育期間中の水温変化
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(％），,〕〔，

５【】
登与開始鴫

ＵＵ

Fｉｎ

４１〕

一
一

つ
」

芦イー炉一Ｆ￣

：:１１１１~Ｉ

（９）

(％），,〕〔，

(投与終了時）６０９．１８

Ｎ＝1５
ＵＩ.Ｉ

Ｒｎ

４１〕

２〔Ｉ

Ⅲ

３００２５０１５０ ２００１００５１〕１１

(９）

図１０．対一照区の体重組成
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(％），〔,I〕

（投与開始時）勺【】

ｄＵ

Ｒｎ

４１〕

２１１

伝－戸

）〔Ｉ

（９）

１

■
■
■
■
■

■
■
■
■

:１「Ｉ、２５１〕２００１５１〕１〔’１〕ＲｎⅡ

(％），,〕,〕

３０９］己ＲＩ１ 没-与終Ｊ隈

Ｒｎ

４１〕

２，

３０〔Ｉ２００ ２５，１５１〕１１〕〔Ｉ５１Ｊ1１

(９）

図１１試験区の休電組成
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ｈ分析結果

放射化分析の結果は表１５に示したとおりである。γ線スペクトルデータの算出は

Covell法によった。試料中の標識元素含量が少ない場合は、ピークとバックグランド

との分離は附難であることや、また、実用的でないことなどから、計数値が計数誤差の

３倍以上である場合を有意L判定した｡この判定法によると､Euについては試験|〆､対
照区ともに検出されなかったがＩｒについては、対照|×の全試料と試験区のＡ－４を除い

た全ての資料で有意な検出結果となった。そこで、試験区各試料のＩｒ含有蹟を算出し

た結果を表１６に示した。採取部位別の蓄積量は表１７のとおりである”磐骨板(③)が

肢も高く、次いで甲板の①､⑤､④､②､③の１個となった。特に腎骨板(⑤')では甲板の

妓商値よりもおよそ１０倍商い蓄積量となることが明らかとなった。

表,５試料のγ線スペクトルデータ（CoveUidL1こより算出した）

計数値（±計数誤差）

肛
試料区｜試料璽最（〃,）

Ｅｕ（１２２ＫｅＶ） Iｒ（３１６Ｋｅｖ）

8７±３９

１
２
６
７
６
７
５
６
７
９
６
９
２
９
０
０
８
４

３
２
２
２
２
２
３
２
２
２
４
１
３
２
３
３
２
１

１
１

１

＋
｜
＋
｜
＋
｜
＋
｜
士
十
一
十
一
十
一
十
一
十
一
十
一
十
一
十
一
十
一
十
一
十
一
十
一
十
一

９
３
０
０
８
３
７
１
２
７
０
０
４
５
３
６
９
１

９
６
８
０
０
８
０
２
２
１
２
０
２
４
４
５
４
９

３
１
１
２
１
６
６
２
３
４
３
６
５
５
３
３
１
９

７
１
７

５

４３．３

４７．８

５２．３

４７．３

６０．２

８０．５

４３．０

４８．３

４９．０

４８１

６２．１

６４．３

５９．６

５０．６

４６．４

４９．９

６１．５

７３．３

５８７

５０．７

４９．６

５８．４ｎｇＥｕ

＋８７１．４ｎｇｌｒ

３８２ｎｇＥｕ

＋４４７．９ｎｇｌｒ

ノ
ノ

ノ
ノ

１
１
、
乙
ｑ
Ｊ
ｊ
〃
云
戸
院
Ｊ
ｌ
院
』
１
１
ワ
ム
９
Ｊ
●
几
殼
Ｆ
Ｄ
一
氏
』
１
１
ｏ
△
９
Ｊ
川
哉
一
院
』
Ｒ
Ｊ
１
１
Ｒ
Ｊ
Ｒ
Ｊ

Ａ
ｐ
Ｕ

（‐）
（川〕

９
５
９
９
６
０

３
４
９
３
３
４

１

士
十
一
十
一
十
一
十
一
十
一

５２
５
１
９
２
７

５
２
３

５
４

３

３１±５２

３０３±１６４

３±３４

1０８±４０

２２±１３

９±３０

２６±３８

７５±１０６ ６５±４９

２３７３０±１７５ ８６１０±１０８標準－１ 1０６５２±１６５

６１９６±９０１６８８０±１４８標準－２ ４６５２±１２６
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表１６．試料中のＩｒ量と蓄積量 表１７．採取部分別Ｉｒ含有率

（３頭平均）

蓄積量（ｐｐ.、）試料番号 Ｉｒｍｇ）

Ｉｒ含有率
（ｐｐ.、）

採取部位No.５
３
３
３
５
９
７
４
８
９
４
５
９
４
６
０
８
９

２
１
１
１
０
４
４
１
１
２
６
５
２
３
２
３
０
５

●
●
□
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

０
０
０
０
０
３
０
０
０
０
０
３
０
０
０
０
０
２
０
０
０

１
１
１
１
１
４
１
１
１
１
２
５
１
１
１
１
１
５

１

＋
｜
＋
｜
＋
｜
＋
｜
＋
｜
＋
｜
＋
｜
＋
｜
＋
｜
＋
｜
士
十
一
十
一
十
一
十
一
十
一
十
一
十
一
０
０
０

１
６
７
６
３
１
０
７
９
４
０
８
７
７
２
５
５
０

１
８
２

１
４
２
１
１
１
１

９

２
２

１

ノ
ノ

ノ
ノ

１
１
－
ｎ
〃
△
、
ベ
リ
ハ
ユ
ユ
｜
出
』
ｒ
（
』
１
上
ｎ
〃
△
９
Ｊ
△
几
哉
一
隅
』
ｒ
【
』
１
１
、
〃
△
９
Ｊ
．
（
缶
Ｒ
ｕ
ｒ
（
』
１
１
Ｒ
Ｊ
一
隅
Ｊ

Ａ
（Ｈ〕

（‐）
、
〕

ノ

①
②
③
④
⑤
⑤

0．３４

０．２０

０．１９

０．２４

０．２６

３．２１

(4)考察

昨年度はEｕ（３００ｐｐｍ）を１８日間投与した結果、1年後に腹甲骨と頭骨に０．３ｐｐｍ

程度蓄積することが分った。しかし、腹甲骨と頭骨では採取するために解体作業が必要と

なってあまり実用的でない。実用性が高いと考えられる採取部位は甲板であるが、Ｅｕは

この部位に蓄積していなかった。そこで、今１口1はＥｕの投与濃度を昨年度の６．７倍にあた

る２，０００ｐｐｍと高くし、投与量を増やしたが、甲板や啓骨板(⑤')への蓄積は全く見られ

なかった。

魚類では､鱗へのEu蓄積効果は魚種によって異り?)シロザケ稚魚では投与後数年間に
わたって蓄積されたのに対して、マダイ稚魚では蓄積最も少なく、投与後１００［]間程度の

承効果が認められた。このため、マダイ稚魚では他の標識元素としてＩｒが試よられて、

効果が認められている。アオウミガメでも昨年度の結果とあわせてＥｕについては甲板や腹
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甲板等の実用価値の高い部位へ蓄積することが認められなかった。しかしながら、今年

度試ふたＩｒについては甲板および臂甲板、智骨板に標識効果が充分認められた。Ｅｕにつ

いてはアオウミガメの稚ガメでも、マダイ稚魚の場合と同様にＥｕ化合物が消化管から吸

収され難いことが考えられる。

Ｉｒの蓄積率が啓骨板で甲板の１０倍高い値となることが判明したことは大きな成果と言

える。啓骨板(⑤'）は、これまでに放流する際の標識として欠刻を付ける部位として利用

されており、採取や放射化分析の前処理も容易であるところから実用性が高く、採取部位

として最適であろう。

(5)今後の問題点

ａｌｒの蓄積期間と追跡期間

ｂｌｒの適正投与濃度

ｃｌｒ以外の標識可能元素の探索。

(6)文献

１）橋本芳一編（１９７８）：放射化分析の実際６５～７５講談社サイエンティフク

２）加藤守（１９８５）：アクチバブル・トレーサーの水産研究への応用(1)、遠洋水研

ニュースＮ0．５７Ｐｌ～４

２．６カ年の調査研究の成果（昭和５５～６０年のとりまとめ）

ｌ）種苗生産の経過

採卵用の成熟ガメについては交尾期に父島・母島の漁業者が捕獲した雌ガメを用いた。指

定調査研究を受けた６カ年間の種苗生産の経過は表１８に示した。年によって多少異なるが

次のとおりである。

（１）採卵用成熟ガメ数

最少１８頭（昭和５５年度）、最多６４頭（昭和５８年度）で、６カ年間の総数２３１頭を

用いた。年平均頭数は５１頭である。

（２）採卵数

最少６，８５５粒（昭和５５年度）、最多２６，４４１粒（昭和５９年度）で、６カ年間の総数

９１，８６８粒を採卵した。年平均１５，３１１粒である。

（３）平均産卵１１]1数

産卵期間中３．２～４２回、６カ年平均3.8回である。

（４）平均産卵数

産卵期における１頭平均産卵数は３２８～４６９粒である。

（５）ふ化数
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最少４，０７９頭昭和５５年度）、最多２０，５３７頭（昭和５８年度）、６カ年間の総数は

６４．７６３頭である。

(6)ふ化率

最少５４６％（昭和５７年度）、最大８２．１％（昭和５８年度）、平均７１６％である。

５７年度のふ化率の低下は、ふ化場に雨水の浸入激し〈、その影響を受けたためである。

従ってこれらの影響を除けば７９％とふ化率は高い。

表１８．種苗Ｈ２産の経過

昭和５９

年度

昭和６０

年度
昭和５８

年度
６ヶ年計項目

２３１

９１，８６８

３．８

９０，５０４

６４７６３

７１．６

４００．７

６４

２６，４４１

４．０

２６，１５２

２０，５３７

７８．５

４１３

４５

１６，９０６

３．８

１６，７６５

１１，８８５

７０．９

４３３

２６

１２，０７３

４．２

１３，９５３※

１１，４６０

８２．１

４６４

４１

１３，４２８

３．２

１３，２６５

７，２４７

５４６

３２８

採卵用成熟カメ数

採卵数

平均産卵し１数

埋卵数

ふ化数

ふ化率％

平均産卵数

３７

１６，１６５

４．２

１５，９３７

９，５５５

６０．０

３８５

１８

６，８５５

３．６

６，４７９

４，０７９

６３．０

３８１

※１，９６２粒の天然卵を含む

2）放流の経過

（１）無標識放流椎ガメ

稚ガメは体が小さいので無標識のまま放流した。その経過を表１９に示した。放流数の

最も少ない昭和５５年度で４，０１３頭、肢も多い昭和５９年度で２０，４４９頭、６年間の総数

は６１，６６０頭で、年平均では10,298頭である。島別の６カ年間の放流数は父島が４６，００９

頭、母島は１５，６５１頭である。

（２）標識放流

稚ガメを１年飼育すると標識がつけられる大きさに成長する。６年間に１才カメ５８０頭

を放流した。未成熟ガメは小笠原諸島父島周辺で特別採捕許可により捕獲したものを用い

たが６年間に３２頭と少ない。成熟ガメは主として産卵に上陸したカメを捕獲するか、又

は採卵に供したカメを産卵終了後に標識放流した。６年間に雌２１１頭、雄１５頭併せて

２２６頭を放流した。年平均では３８頭となる。
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表１９放流の経過

項目 ６カ年計

頭
4，０１３

頭

8，８３５

頭

5，８５２

頭

1０，２９９

頭
2０，４４９

頭

1２，２１２

頭
６１，６６０無標識放流椎ガメ

内訳'麓 撚） :!};） 韮ｉｉ１ ;鰹） ;鰯）'墨!:｝ 鮒’
標識放流１才ガメ

〃未成熟ガメ

〃成熟ガメ

計

５
６
６

２
２

６
８
４
４

1４６

４

２５

1０９

２

４５

2５１

０

５９

4３

１２

２７

5８０

３２

２２６

８８９３ １０４５ ２０７５９ 6２，４９８

3）再捕の経過

６年間の年度別の再捕獲数を表２０に示した。未成熟ガメの再捕は少なく６年間に７頭が

再捕された。成熟ガメは６年間に４５頭再捕された。このうち小笠原諸島に産卵回帰したの

が２１頭、索餌に日本沿岸に回遊し再捕されたのが２４頭である。

（１）再捕地

各年度毎の各地先における再捕結果を表２１－(1)～(6)に示した。１１本本土での得捕は２４

頭でその再捕地点は図１２に示した。太平洋側では北は福島から南は沖縄まで達し、伊豆

諸島､四国､九州近海に多い｡この内､最南端の沖縄本島､与論島最北端の福尉紡各，

頭は1才ガメである。Ｈ本海側では北は秋田まで達している。

小笠原諸島では父島が１４頭、母島が７頭と併せて２１頭でその再捕地点は図１３，１４に

示した。いづれも産卵のための回帰であり１～６年を経過している。

小笠原諸島から日本近海までの回遊[]数は最短で２６日（神奈川県小田原）、最長で３年

９ケ月（鹿児島uiL種子島）でいづれも定置網に入網した。

表２０．再捕の経過

[】

薙ＤＮｍｌｌ靖

１７

※海洋センター放流、重要につぎ引用した。
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Ⅳ総括

１．アオウミガメ捕獲量の経年変化よりふた資源性状

アオウミガメの捕獲は、初期に欧米系の開拓者が行っていたが、明治以降日本本士からの漁

業者が増加して、島庁は産業振興の観点よりアオウミガメの捕獲を奨励し、1頭につき２円の

捕獲奨励金を下付した。このため盛期には３，０００頭も捕獲したという。

捕獲量の統計は明治１３年より記録がある。明治１３年以降、第二次世界大戦が始まる昭和

１６年までの６３年間と戦後（返還後）の昭和４８年以降の捕獲量を図１５及び表２２に示した。

２０００

１５００

１０００

５００

0

大1０昭５１５２０３０４０５０６０(左明１３２０３０４０

図15．戦前・戦後の捕獲量の経年変化

表２２戦前・戦後の捕獲量の変化

総捕獲頭数

８ゴ可三（２６

、

］１６年（１９幻

王（２０ 、

L(木ロ４９日

－３９－



1）戦前の捕獲量

明治１３年～昭和１６年迄の６３年間の総捕獲頭数は３６，６６４頭で、２～４年周期で増減が

見られるが、徐々に捕獲量が低下した。この傾向は大きく３つに分けられる。一つは明治１３

年～３８年で増減は激しいが、年平均捕獲頭数は１，０００頭台、次に明治３９年～大正１１年で

増減は少ないが２９０頭台、次に大正１２年～昭和１６年で増減も少なく１１０頭台と大正終り

から昭和初期では明治時代の１／１０に減少している。

2）戦後の捕獲量

（１）米占領時代の捕獲量

戦時中の昭和１７年～２０年は恐らく産卵に上陸したカメをわずかに捕獲した程度である。

戦後２２年から－部欧米系の日本人の父島への移住が許されカメ捕獲が行われたが、当時

の記録がなく聞きこみによると（中山１９７０）島内消費と一時期グァムヘの出荷とで成

熟ガメは毎年３０頭前後と、未成熟ガメ２０頭（剥製用）と、併せて５０頭くらい捕獲して

いた。従って、昭和２２年から返還迄の２０年間に約５２０頭の成熟ガメを、また、１７年間

（昭和２５年まで捕獲禁止）に３４０頭の未成熟ガメを捕獲したことになる。

（２）返還後の捕獲量

漁業者が日本本士から父島へ移住したのは昭和４３年以降で、アオウミガメの曲甲長制

限を始めたのは昭和47年isである｡それまでは曲甲長75cm､以下のカメも捕獲していたが、

４８年以降は東京都小笠原水産センターが開所して調査の結果保護規制を厳しくした。昭

和４５年以降、６０年迄の１２年間の捕獲量は戦前と同じ１１０頭台である。

3）戦前、戦後の漁期

例年２月になると小笠原諸島の沿海にアオウミガメの回遊がみられ漁期となる。漁期は父

島、母島列島で多少の違いはあるがほぼ類似している。父島、母島列島に分けて旬別の捕獲

頭数の変化を図１６に示した。父島、母島共に戦前（昭和４年～１２年）は２月上旬から始ま

り、５月下旬で終るが、初漁は母島が父島より１旬早い。父島、母島ともに４月が盛漁で５

月にやや落ちるが、５月下旬にまた盛漁となって終漁していた。

戦後（昭和４９年～５７年）では母島は２月中旬から始まり父島は３月下旬から始まる。捕

獲頭数は父島では漸増し５月が盛漁となるが、母島では４月～５月と急激に捕獲が増大し５

月中旬が最盛漁期となる。

このように戦前、戦後とも概して回遊時期に大きな変化はなく、漁期も回遊に合せて操業

され、５月下旬に終了し６月からは禁漁となる。

※東京都漁業調整規則
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図16．父島、母島列島のアオウミガメの月別捕獲頭数

4）戦前、戦後の捕獲頭数の雌雄別経年変化

戦前の統計で雌雄別、島別に明らかな（昭和４年～１２年）資料を用いて図１７にふると、

雌雄ともに漸減傾向がゑられ、ｌ～２年の間隔で増減がある。

雌雄別にみると、ほぼ雌雄ともに同数が捕獲されているが、昭和６年には雄が減少してい

る。産卵期における採卵用成熟ガメの特別採捕（６月以降捕獲）を加えれば、当然なことな

がら、年毎の総頭数では常に雌が雄の倍となっている。

戦後（昭和４９～６０年）については図１８，１９に示しした。戦前と同様、捕獲量に１～２

年の増減がある。他に雌の捕獲が雄よりやや多い傾向が見られる。
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図１９．戦後の島別、雌雄別捕准頭数の経年変化

２人]且ふ化放流試験とIIJ楠

ｌ）戦前

アオウミガメの人]二ふ化放流試験は明治時代、｜ﾉ]務省出張所長小花作助がカメの卵を砂中

に埋没しふ化を試承、ふ化稚ガメを博物館に寄贈したのが始まりで、その後Ⅲ]袷３１年～３６

年の６ケ年間にわたり毎年２０頭の未成熟ガメの標識放流を試みた。明治４１年には父島清瀬

に蕃殖場を築造、同４３年には人T二ふ化放旅を開始、以後|]β和１４年までの３０年間に38,702

頭を放流した。この経過を表２３に示した。
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(1)標識放流

ふ化した稚ガメの内、最初の２００頭については背甲後縁に図２０に示したエボナイト標

識を付けたが、以後図２１に示したように年によって背甲や前肢、後肢に放流年をだぶら

せないように欠刻を入れて標識放流を行った。この方法では個体の識別はできないが、年

毎の識別は可能である。

(2)再捕結果

ａ・索餌回遊

父島で放流した仔カメが北上して?再捕されたものは炎２４の通り２例がある。１例は

伊豆諸島の鳥島で再捕され、他の１例は宮城県石巻湾１１で再捕されいずれも未成熟ガメ

であった。

ｂ、産卵回遊

産卵のために小笠原諸島に回帰して再捕されたものは表２５のとおりで、聟島列島で

４頭、父島列島で２０頭、母島列島で５頭、併せて２９頭である。

(3)回帰年数および回帰率

再捕された２９頭の内、経過年数の明らかなものは１３頭、不明３頭、推定できるもの

１３頭である。経過年数の明らかなものでは８年が７頭、９年が３頭、１０年が３頭である。

父島列島、母島列島の再捕場所は図２２－(1)、(2)に示した。再捕ガメの内、放流年の明ら

かな７年間の総放流数（２，９２２頭）に対する再捕率（回帰率）を求めると０．０１％となる。
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６分 --4 Ｔ
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裏表

表２０標識様式
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懲鱒 轡
２

鱒脅
鞠 鱈騨蝋

鞠燐 鰯
轡鱒露

＜岸[二工五

（注）右肩の数字は再捕頭数

図２１放流年別標識部位及び放流数
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炎２４再捕結果

:・長休電し圏乍数工捕年月Ｆ１
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ＩＨＩ１７年９月３０
FICﾉ）にＰ臆

表２５．大正１４年までに小笠原列島で再捕された回帰ガメ
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2）戦後

（１）戦前の標識ガメの押捕

昭和４３年６月２５日の小笠原諸島の返還時に父島清瀬のカメ生寶内に戦前に放流したも

のと思われる２頭の標識ガメを発見した。更に昭和４６年に人工ふ化放流試験用に捕獲し

た成熟ガメ２０頭の中にも２頭の標識ガメを発見した。この４頭の標識ガメの測定値は表

２６のとおりである。その内２頭は背甲板の左縁甲板尾部より２つ目に三角形の切込設欠

刻がある。他の２頭は左後肢内側に三角形の欠刻があり、戦前の欠刻j標識と照合すると、

前者の２頭は昭和１２年に放流したもので、後者の２頭は大正１２年に放流したものである。

従って、昭和４３年に捕獲した２頭は放流後３１年と４５年を経ており、昭和４６年に捕獲

した２頭は放流後３４年と４９年を経過していると思われる。

表２６．戦前の標識ガメの測定結果

捕獲場腓再捕年月日

IHI１１４３．６」５

４３．７．－

Mii１４６．６．１１

４６．７．１３

標識位置 経過年数

４５

３１

３４

４９

父島初寝浦

父島

左後肢内側三角欠刻

背甲板左縁甲板２つ目欠刻

母島J石門

弟島東海岸

背甲板左縁甲板２つ目欠刻

左後肢内側三角欠刻

(2)返還後の人工ふ化放流試験

返還直後、小笠原島漁業協同組合の要望もあって漁協に産卵場を造成し、アオウミガメ

の人工ふ化放流試験を昭和４７年より開始した。そして、特別採捕によって捕獲した成熟

ガメを用いて採卵、ふ化放流試験を２年間行った。昭和４８年に父島清瀬に水産センター

が開所されると共に、天然卵を採取して人工ふ化放流を２年間行い、昭和５１年に水産セ

ンター内にふ化場、産卵場を造成して産卵、ふ化を行うなど、以後、人工ふ化放流試験を

拡大して現在に及んでいる。この間、昭和５４年にセンターの護岸が造成されたので蓄養、

産卵、ふ化施設を二見港の東岸屏風谷下に新設した。昭和５５年には国の指定調査研究総

合助成事業による補助を受け３ケ年人工ふ化放流試験を行った。更に５８年より新規に国

の指定調査研究総合助成事業による補助を受け３ケ年継続し、６０年に終了した。都合６

ケ年国の指定調査研究総合助成事業による補助のもとに試験研究を行ってきた。一方、昭

和５７年にはウミガメの人工ふ化放流を事業化するため東京都海洋環境保全協会が、小笠原海

洋センターを俳風谷下に設置し、ウミガメ専門の博物館も併設した。そして、小笠原水産

センターで研修していた研修生達が研究員として人工ふ化放流試験を行っている。この|川

の採卵、ふ化、放流の経過を表２７に示した。
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昭和５１年より水産センター蓄養池に漁業者の捕獲した成熟ガメを蓄養し、以後、昭和

６０年までの１０年間毎年採卵した。１０年間の採卵後の埋卵数は１７，３９１．２粒である。年平

均17,391.2粒であるが、ふ化数は１０年間で１１８，２８５頭、年平均１１，８２８．５頭である｡ふ化

率は年によって異なるが82.1％から５４５％、平均６６．７％である。ふ化率の最低は昭和

５４年で雨水のふ化場への浸入によりふ化率は低下した。戦前と異なる点は次の三点であ

る。

イ．採卵用成熟ガメ入手については、禁漁期の特別採捕によることは原則として行わな

かったが、昭和５３年～５５年は行政上の判断から特別採捕を行い、これにより採捕さ

れたものも含まれた。

ロ．ふ化率が戦前の２５％より著しく向上した。

ハ．個体識別の標識を用いた。

○稚ガメの放流

放流は原則として砂浜を一定距離歩かせて海に入らせた。戦前のように海中に直接入

れることはほとんど無しき昭和47年以降0才~成熟ガメの年毎の放流は表27のとお

りである。稚ガメの放流は産卵、ふ化場を水産センター内に完成した昭和４７年～５０年

は僅か３２７頭である。昭和５１年より大量放流を始め昭和６０年までに延べ１１０，２９０頭

を放流した。この内、昭和５５年よりは国の指定調査研究総合助成事業による補助を受けた

ので、ふ化椎ガメ５，０００頭については父、母２，５００頭づつ原則として放流するようにし

た。５５年～６０年の間、父島は４５，８８２頭、母島は１５，６５１頭である。

○標識放流

昭和４７年、最初の人工ふ化の椎ガメ７７頭を２ケ月飼育の後にチタン製の標識を用い

て放流したが中止した。後にプラスチック標識を使用し1才ガメ以上に用いた。その他、

戦前の欠刻標識を稚ガメを用いて昭和５１年～５３年までの３年間おこなった。このよう

にして１才ガメを１，８８６頭、２才ガメを３５頭、３才ガメを１０頭、未成熟ガメを６１頭、

成熟ガメを３０９頭（父島２４３頭、母島６６頭）を放流した。

３Ｍ遊（索餌、産卵'''1遊）

１）太平洋西部の海流と仔ガメの分散

小笠原諸島の海浜でふ化し降海した稚ガメは、広く海洋に分散するが、その回遊経路は明

らかでない。しかしながら仔ガメの標識放流の再捕結果と併せて西部太平洋の海流を調べて

みると、ほぼその[１１１遊経路の推定が'１J能であるので、ここでは海流と海流瓶の漂済と仔ガメ

※昭和４７年北の島の２頭、昭和５０年大島沖の２頭は、船上より投入した。

－５４－



の標識放流結果からおおよその凹遊経路を考察する。

(1)太平洋西部の海流

東経ｌ３２ｃ>から１４４゜、北緯３１c>から２６．の海域では、図２３に示した船の偏流より求めた

太平洋西部の海流蝿よび､図24に示した表面海流の東西成分縦ゑられるように､西

北西、南西の方向に流れる黒潮反流があり、沖縄の東方海域ではその流れは東に転じて北

東流となり黒潮本流に合流している。

これを模式化して示したのが図2緯ある。

(2)海流瓶の漂着から見た海流

４年間（昭和７，９，１０，１３年）小笠原諸島海域から投入した海流瓶の漂着状況を図

２６．２７に示した。これらから推定すると小笠原近海を西流する海流があって、この流れ

は沖縄に達するが－部は沖縄東方海域で北東に転ずることが判る。この流れに乗った海流

瓶の多くは沖縄、奄美の南西諸島に達し、その他の北東流に乗ったものは鹿児島、長崎、

和歌山、三重、愛知、千葉、茨城、宮城と本州沿岸沿いに北_こし、伊豆諸島では新島、神

津島に達する。

海流瓶の漂着期間は表２８に示したとおり、年によって多少の違いはあるが沖縄までは

４ケ月～１年１０ケ月で達し、平均すると１年前後となる。奄美大島まででは６ケ月～１

年２ケ月で達し、平均すると１年である。長崎まででは１年２ケ月、三重、和歌山、愛知

まででは３ケ月～８ケ月と漂着期間が短かくなる。関東近海の千葉、伊豆諸島北部までで

は２．５ケ月～５ケ月と更に短かい。このことは海流瓶が図２５に見られるように、小笠原

諸島の西側に西に向う黒潮反流があり、それに乗って西流して１３５．Ｅ以東から北東に転

じると考えられる。

Ⅱ

「

海上保安庁水路部。

東京府小笠原支庁、海流調査、小笠原島水産経営事業成績報告。

海上保安庁水路部。

１
２
３

※
※
※
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〃

蕊
4(】

1４４

図２３船の偏流より求めた北太平洋西部の海流図

（大正１３年より昭和９年の平均値、海上保安庁水路部）
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表２８．小笠原近海投入海流瓶の漂着状況

（昭和７，９，１０，１３年）

漂流期間（日）
名地 その他

範囲平均

ブイリピン ３４１～５７６ S、１０

２７０～６８５

２７０～３５２

3４３

３１８
湾台

S、１０３

ｓ１０．１３１９９～６８６

１２３～３７５

４４０

３７１

２２５

１４６

３
０
１
１

１
１

沖縄諸島

久米島
沖縄

鹿児島県奄美大島
鹿児島県種子島

長崎県

三重県
和歌山県

愛知県仲31191

干葉県勝山

東京都新島
東京都神津島

茨城県

１７９～６２０ 3７４

１１２

(５９９０）

４２８

１８１～２２８

９５～１３７

2０５

１３７

２２６

２
２
１

Ｓ１０．３－１

ｓ1０．３－１

1３４

中
中●
■

３
３

７７

１４９

５１２ Ｓ１０

宮
秋

城
田

県
県 3.中

S，１０．５

６７６

６２０

2）仔ガメの回遊

ふ化し砂上にはい出た椎ガメは降海すると、

離れるまでは島廻りの潮汐流に左右されるが、

ふ化し砂上にはい出た椎ガメは降海すると、島から出来るだけ離れるよう沖へ出る。島を

離れるまでは島廻りの潮汐流に左右されるが、やがて西に向って泳ぐことが観察される。

それ以上稚ガメのlpl遊を昼夜にわたって追跡することは困難なので、昭和４９年から６０年

にかけて父島で飼育したｌ～３才の仔ガメ１，９３１頭に標識を付して父島と母島から放流した。

その再捕結果を図２８，表２９に示した。この内日本近海で２７頭が再捕された。Ｐ丁捕率は１．４

％である。その再捕された１例を写真(7)～(9)に示した。

(1)１i丁捕海域

皿遊範囲は沖縄本島から与論島、徳之島、種子島の南西諸島と九州の北側では長崎～福

岡、佐賀の各ﾘ,L、太平洋側では鹿児島、大分、愛媛、高知、和歌山、=電、静岡、神奈川、

千葉の各１M:、東京都の伊豆諸島、福島県仲に至っている。特に伊豆L半島、伊豆諸島周辺が

肢も多く、次に高知りiLの３例、鹿児島県の離島を含む４例が多い。

－６０－



(2)月別再捕頭数

IIJ楠された２７例を月別に見ると図２９のとおりである。３～４月を除き各月とも再捕さ

れている。特に９～１０月に集中している。

(3)Ji子補期間

小笠原列島から｢]本近海へ回遊し呼捕されるまでの経過日数をを図３０に示した。経過

日数で多いものは１００～５００１１で１９例（７３」％）に達する。最短Ⅱ数では高知県須崎

市で再捕された５２１１間、最長１１数は６８４１]間である。

１才ガメは小笠原列島からL1本沿岸までその大半は１年半以内に回遊するといえよう．

このことは小笠原諸島から放流した海流瓶の到着日数と良く一致する。

(4)リ}捕漁共

漁具BlIIl]F補頭数を図３１に示した。エビ刺網、磯魚刺網が肢も多く、１２頭である。次に

小型定置網（桝網）６頭、索餌中にタモ網で捕獲されたり、索餌中に潜水士に捕獲された

ものがそれぞれ４頭、その他摂餌しようとして底延縄にかかったもの、磯釣りのこませに

寄ってきて引掛けられたもの各１例がある。いずれも外洋にIii[iした岩礁地帯の極く沿岸に

近寄ることが判る。

(5)＋V捕時の水温帯

標識放流によってlij補された仔ガメの生息海域の炎1ｍ水拙分布を、海ｌ保安庁の海洋連
※

報表面水温分布図に求めその再捕位潰を月別にプロットした。そして、図３２－(1)～(5)に

示した。これらの水温分布図から仔ガメの適水温を推定した。

仔ガメが最も北で杯捕されたのは福島11iL双葉部請戸i/中で、この時（'1/(和６０年９)］）の

現場は２３～２４℃の水温帯で、釣船に発兄され標識確認後１１j放流されたが、翌'1更に少

し沖合のＮ３７．３０〈Ｅ１４１．０４′で11j々楠された。

日本海側では１０)jに佐賀県鎮西町の小型定置網に入網したが、現場の水温は２３℃で

ある。長崎県の嵯峨島で１２月上旬に再捕されたのは水温が凡そ２０℃である。

その他の再捕例を凡ると、、仔ガメの回遊が関東以南の太平洋岸に集中していることが

判る（図２８）。水温分布で見る限り２０℃以下の水温帯からの将補は極めて少ないこの

ことは仔ガメが２０℃以上が適水温帯でその中で索餌回遊していると考えられる。

また、日本全国の水族館ではウミガメ類を飼育しているが、これらのウミガメ類はその

ほとんどが地元の定償網、その他の漁共によって採捕されたものであり、特にアカウミガ

メ、アオウミガメは地元供給によるものが多い。そして飼育上の冬季の力Ⅱ服は８．８～

258℃､平均165℃である(江の島水族館、１９７０)瀞２伊豆大島では15℃の時はほ

※海洋速報、水温水平分布図、表面、海上保安庁

※２飼育ウミガメ類の調査報告、江の島水族館、動水誌Ⅲ、４（１９７０）

－６１－



とんど運動しないし、摂餌も稀であることから、アオウミガメは１５℃が生息限界かと考

えられる。

一方、日本近海の沿岸水温の分布を見ると、夏季は北海道まで２０℃の適水温帯となる

冬季の１５℃の水温帯は、年によって多少の差はあるが千葉県銚子以南となる。銚子、房

総半島、伊豆半島、大王崎の鼻を結んだ線の陸側では沿岸水の影響を受けて１５℃の水温

を下廻るので、これらの沿岸からウミガメは遠ざかることになる。

(6)沖合回遊中の再捕7蕊例

回遊中に再捕された事例は、

○高知県室戸仲で夜間トビウオ漁業操業中、灯火に仔ガメが寄って来たので採捕し、標

識確認後再放流した。

○千葉県鴨)Ⅱで再捕されたカメを再放流したらＭＩＭ南の江見で翌日再々捕された。それ

を更に放流（３回目）したら６日後に２２ﾙ加南の白浜で再捕（３回目）された。鴨川か

ら白浜まで７日間に２７AcinI南下し１日に約４kｍ移動したことになる。

○福島県請戸沖１０伽で操業中の漁船に寄ってきて再捕された仔ガメは父島屏風谷で放

流され、放流後４１７日目にＩＩＪ楠された。そして標識確認後再放流されたが翌日同一海域

の梢沖合（Ｎ37.30'、Ｅ141.04'）で再々楠、標識確認後再々放流された。

(7)沿岸索餌中の再捕嚇例

千葉、東京、静岡、和歌山、長崎、沖縄の各県の外海に面した岩礁地帯のエビ刺網又は

磯魚刺網、三枚網での再捕例は仔カメの好む天草類や網にかかった雑魚類を捕食しようと

して羅網したり、神奈川、三重、高知の各県の桝網（小型定置網）にも入網したりする。

福岡県志摩町で磯釣り中コマセをまいていると仔ガメが寄って来て、磯釣りの針が前肢

にかかり釣り上げられた。２日後に同一地点から再放流したところ南下して長崎県五島列

島の嵯峨島の磯魚刺網で再々捕された。この間３２日間で５７０１cjmを回遊したことから１日

にl7kjm移動したことになる。千葉県のカレイ延縄でもカレイの餌を捕食して釣獲された。

また、八丈島の港の中でクラゲ類を捕食中に捕獲されたり、伊豆の大島や利島、南西諸島

の与論島や奄美大島で海中のテングサ類を採餌中に潜水士に再捕されたり様々であるが、

１才ガメや未成熟ガメの冑内容物とこれらの再捕場所の海藻相とは良く一致する。
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図３２－(5)再捕時の水温分布

3）未成熟ガメの生態（南西、伊豆、小笠原諸島）

（'）南西諸島

鹿児島以南の南西諸島に生息するアオウミガメの曲甲長組成は図３３のＡのとおり、曲甲

長範囲は４０～１２０ｍで、曲甲長４０～５０c"の未成熟ガメと曲甲長９０～１００c〃の成熟ガ

メの２つのモードに分けられる。このことは南西諸島に索餌または産卵する成熟ガメグル

ープと未成熟ガメグループが生息することが判る。

（２）伊豆諸島

北の大島から南の青ガ島までの海域では、南へ行くほど未成熟ガメが多い。大島～三宅

島では測定数が少ないので一括図示すると、図３３のＢのとおり曲甲長の範囲は３０～１１０

ｃ〃で、明らかに曲甲長４０～５００沈と曲甲長９０～ｌＯＯｍｚの２つのモードがある。

八丈島では曲甲長３０～ｌｌＯｃ〃と、大島～三宅島と同じ範囲であるが、曲甲長４０～５０

ｃ〃にモードがある（図３３のＣ）。

青ガ島では曲甲長３０～７０ｃｍでモードは曲甲長４０～５０c〃にある(図３３のＤ)｡しかし、成

熟ガメがいないわけではない力蓬のように伊豆諸島全域とも未成熟ガメが多いことが判る。

※昭和４３年８月６日、青ガ島近海で大アオウミガメを兇け銘を打ち込んだ高橋正は、ロー
プがからんだため引きづられ死亡した。朝日新聞８月７日
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(3)小笠原諸島

小笠原諸島に産卵lLil帰する成熟ガメは交尾、産卵が終ると他の海域に去り小笠原諸島に

化息が見られなくなる。産卵場に残された卵はやがてふ化し、その稚ガメは降海し、餌の

肢も豊富なｎ本近海にIL11遊することが標識,放流や未成熟ガメの分布からほぼ明らかにされ

た。しかし、回遊せずに小笠原諸島に周年住承つく未成熟ガメもゑられる゜

図３４は未成熟ガメの特別採捕による捕獲頭数を月別に示したものである。周年にわた

って捕獲されており、特に４～５月にかけて捕獲頭数が多いのは漁期で漁獲努力が大きい

ためである．また、図３５，３６，３７に各島での未成熟ガメの目撃または将捕地点を示した。

小笠原諸島のほとんどの地点で目撃または捕獲されており、未成熟ガメが小笠原諸島の

周辺に住致ついていることがわかる。

母島では３才前後の仔ガメをカイマといい、４才以上の未成熟ガメを父、母烏共にウエ

ントル（Ｗｉｎｔｅｒｔｕｒｔｌｅ）と呼んでいる。８才前後を大ウエントル、産卵に来る成熟ガメ

は沖から来るのでi/中ガメ、あるいは上りガメ、またはサマータートル（Ｓｕｍｍｅｒｔｕｒｔｌｅ）

とも云うハウエントルは１年中島廻りに生息しているので冬になると特に月につくことか

ら夏（Ｓｕｍｍｅｒ）に対する冬(Ｗｉｎｔｅｒ）を示すものであろう。

なお、図３３のＥで示した様に、未成熟ガメの曲甲長は４０～５０c〃と７０～８０c〃の２つ

のモードがある｡

(4)標識放流から兄た未成熟ガメの住ゑつぎ１｢例

小笠原諸島の周辺海域に未成熟ガメが問年化'〔Aしていてウエントルと呼ばれているが、

この未成熟ガメが住玖ついているかどうかをU]らかにするために捕獲して、標識放流をし

たところ、図３８，３９，ｓ表３Oのように明らかに化承つぎと思われる７１$例が得られた。

その事例として、

○小笠原父島の宵の浜で放流した３頭は、１頭が1121」目に、他の1頭は６８４１川に

同一場で1千卜捕された。また､残りの1頭は父島二)J湾内の桟橋で２６２Ｌ１日に釣り上げられ

た。その移動距離は５５肋である(、

○何じ父島の大村で放流した２頭の内、１頭は２８日Ｈに、他の１頭は６９m目に兄烏の

滝の浦で再捕された。移動距離は約７肋である。

ｏ三宅鱗標識放流した1頭は西から南へ28Ｈ間に9脇鰄移動して仰捕された。

大島で標識放流した２頭は南西側で９日間に３k"、他の１頭は111日間に１９km移動

して再捕されている｢，

この様に標識放流したカメが長期間にわたって同一場所または僅かな牒離の移動で再捕

されるということは、明らかに島廻りに住設つぎ索餌していたと考えられる。

※昭和４９年～５０年に三宅島産未成熟ガメ８頭をＪ・モイヤー氏の協力で三宅島で放流した。
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成熟ガメの川遊と水温分布

成熟ガメの標識放流

小笠原諸島に回遊し、交尾、産卵する成熟ガメは交尾後雄は沿海を去り、雌は産卵期間

中沿海に残り産卵後は沖合に去る。

戦前の標識放流方法は縁甲板の一部を欠刻し年毎にその位置をかえて行っていた。これ

では個体識別は不可能であったが、回帰は８～１０年とほぼ明らかとなった。しかし、回

遊経路については明らかにしていない。そこで回遊、成長等を明らかにするため、昭和４８

年から６０年にかけて父、母島で捕獲した成熟ガメ３２９頭に個体識別可能な標識を着装し

て放流した。その再捕結果を表３１，図４０に示した。

ａ、再捕率

１１本本土沿海で再捕された３２頭と再び小笠原諸島に産卵回帰して再捕された２４頭と

合せて５６頭となる。標識放流は３２９頭であるから再捕率は１７．０％となる。

ｂ、川遊範囲

再捕状況から日本本土に向う索餌回遊と小笠原諸島へ産卵回帰する２つの回遊がある

ことがわかる。索餌海域は広く、太平洋側は鹿児島県佐多岬から宮崎県の日南海岸、四

国の士佐、徳島県の日和佐、和歌山県の由良町、三重県熊野の沿海と志摩湾、静岡県伊

豆半島の熱海、神奈Ⅱ|県小田原市、東京都伊豆諸島の八丈島を除く各島、千葉県白浜ま

で川遊している。一方、対島暖流に乗って日本海に入り最北端は秋田県の由利郡沖にま

で達している。また、最南端は種子島に回遊している。

ｃ・月別の再捕頭数

月別の再捕頭数を図４１に示した。１，３月を除く各月に再捕されているが、特に４

月から１２月にかけて再捕されており、三重県以北では夏季に多く、和歌山以南では１１

～１２月に多く再捕されている。

。放流してから再捕までの経過日数

放流してから再捕されるまでの経過日数を図４２に示した。小笠原諸島から日本本士

の各再捕地点まで約ＬＯＯＯｌｃｊｍもあるが、高知県大月町及び神奈川県小田原市で再捕され

た成熟ガメは放流してから２６日で再捕されている。放流されてから５０日以内に１１頭

が再捕され、１年以内が２７頭でほとんどの成熟ガメが１年以内に再捕されている。ま

た、鹿児島県種子島で再捕された成熟ガメの１，４５１１１が寸再補までの経過日数として蚊

も長い。

ｅ・雌雄別再補数

標識放流した２７６頭の内、雌は２６１頭、雄は１５頭でほとんどが雌ガメである。この

原１大Ｉは産卵に上陸して来たカメまたは採卵用に捕獲した雌ガメを標識放流に用いたため

4）

（１）
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である。雄ガメは交尾期の２～５月以外には島廻りに生息するのが見られず捕獲できな

いので標識放流は極めて少ない。従って小笠原諸島で交尾の終った雄カメは索餌のため

日本本土沿海へ回遊するのかどうか明らかでなかった。今ｌＩｌ１、小笠原父島で放流した雄

ガメが１１２日後に三宅島で再捕された事例と、宮崎県南郷IHIで再捕された事例は、雄ガ

メも雌ガメ同様、日本本士沿海へ回遊していることを物語っている。今一つの事例は父

島清瀬の生贄から脱出して、２年後に再び小笠原で再捕されたことは、雄ガメも小笠原

諸島へ回帰することを物語っている。

ｆ再捕時の漁具、漁法

標識放流した成熟ガメを捕獲した漁

具を図４３に示した。定置網での捕獲

が最も多く２８頭を占める。索餌のた

め沿岸に寄り、浅海にある定置網に入

網する例は多い。珍らしい例では、秋

田県仲の底曳網でへい死の個体が採取

されている。

9．回遊と水温帯

日本近海に回遊し、日本各地で再捕

された成熟ガメの再捕地点を月別に海

上保安庁発行の海洋速報、表面水温平

年値水平分布図にプロットすると図４４

－(1)～(6)のとおりである。いずれも再

捕地点は太平洋側の黒潮の影響のする

千葉県房総半島以南が主で、冬季はそ

の再捕地点が南下する。再捕地点はい

ずるも20℃以上の水温帯であることが

判る。

日本海側では、５月に秋田県由利郡

仲で底曳網に入網した事例がある。入

網時にはすでlこへい死していた。この

時の表面水温は１０．６℃、底層は8.2℃

で、アオウミガメの生息に適した水温を

はるかに下廻っており、これらの状況か

らへい死して入網したものと推定される。

(頭）

３ 0

壼
網
・
桝
網

底
曳
網

磯
魚
刺
網

定
着
網

図４３．漁具別再捕頭数
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Ⅱ
１
も

図４４－(6)丹捕時の水温分布

(2)小笠原諸島への産卵回帰

個体識別の標識放流により成熟ガメの小笠原諸島への回帰状況がほぼ|）jらかになった。

父島、母島で標識放流し、小笠原に産卵回帰したのは昭和５１年以降６０年までの間に父島

で１６頭､昭和52年から60年の間に母島で8iii頃以上である(表32-(1)､(2))。
ａ・放流、再捕の関係

産卵のため上陸した上りガメに標識をつけて放流すると数年後に産卵回帰する。表

３２－(1)、(2)に見られるように父島で放流したカメは父島に、母島で放流したカメは母

島に回帰することが判る。母島で捕獲した個体を父島の産卵施設で採卵後、放流しても

２年後に母島に回帰している。父、母島間は凡そ５０A､離れているが、両島の間には産

卵のため母島から父島へ父島から母島へ回遊する等の交流は無いと考えてよいと思わ

れる。

※四肢に取り着けた標識が自然に脱落した場合、又は故意に取り外した場合、その痕跡が残る。
そのような個体が昭和６０ｲ'三に母島で８個体発見された。これで標識ガメと判るが番サが判ら
ないのでｌｌｊｌ帰年数不明、故意に取り外した禰例は５６年に父島でも１件あった。
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ｈ回帰年数

表３３，図４５に示したとおり、父島で再捕された１５頭は回帰年数が２年～５年と巾

がある。この内３年で回帰したものが最も多く６頭、次に４年が５頭、２年が３頭で、

最も長いので５年が１頭となる。母島で再捕された８頭は２年～６年で回帰しており、

４年～５年で回帰したものが最も多い。父・母島両島を併せると４年が最も多く３４８％、

３年が次いで３０．４％、２年が１７．４％となり３～４年で６５．２％を占める。

c，その他の産卵生態

数年後に産卵に回帰したカメが同一の産卵場へ回帰したのは父島で４例、母島で１例、

併せて５例ある。同一産卵場へ１回|帰しなくても隣接する産卵場へ回帰したのは５例ある

からかなり強い回帰性があると言える。

○産卵期間中の移動：産卵に上陸したカメが産卵を防害されて降海し、再び同一海岸に

翌日上陸したのが１例、隣接する砂浜に２日後に上陸したのが１

例、６８伽離れた産卵場に翌日上陸したのがｌ例ある。

○再上陸の日数：産卵後再び上陸して産卵するまでの期間は１６日、３３ｐ、４９ｐ

の３例が観察された。蓄養しているカメの例からふると産卵期間

中の産卵周期は約１５日毎であることから、３３ＨＬｌは最初の産卵

から数えると３回目、４９日目は４回目の産卵と推定出来る。

○雄ガメの回帰性：母島で捕獲し、父島で蓄養中に逃亡した雄ガメが２年後に母島で

再捕された。雄ガメも同一海域に何帰する好辮例である。

○回帰の多回件：雌雄共に何帰性があり、２～６年周期で産卵何帰することが明ら

かになった。捕獲されないか、死亡しない限り、数回にわたって

産卵Ⅲ届することになる。

。成熟ガメの産卵回帰の事例と西廻り回遊（時計廻り）の推定根拠

標識放流した成熟ガメの再捕事例の内、確実に小笠原→日本本士→小笠原と回遊し

た事例が１例ある（図４６のＢ）。また、図４６のＤのように大島沖１０浬Ｅで標識放流

した２個体の内、１個体は母島まで南下して再捕された。この事例は伊豆諸島→小笠原

への南下回帰コースを示していると推定される。他に、小笠原→日本本士→伊豆諸島と

いう事例が２例あり、これを図示すると時計廻りとなる（図４６のＡ、Ｃ）。この２例

は死亡したのでその後の追跡が出来ないが、恐らく死亡しなければ小笠原に回帰したも

のと推定される。

－９７－



表３３．産卵回帰年数と頭数

年数 合計

年１
２
３
４
５
６
７

３

１
１
３
２
１

４
７
８
３
１

６
５
１

合計 ２３

(頭数）

５

母島

Ｎ＝８

１２３４５６７（年）

父島

Ｎ＝１５

５

１２３４５６７（年）

図４５．産卵回帰年数と頭数
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5）アオウミガメの回遊模式図

１０年間の標識放流による再捕結果と再捕時の水温から、小笠原諸島産のアオウミガメの

lnl遊を想定すると図４７のようになる。

小笠原諸島でふ化した稚ガメは砂浜より海中に入り、潮汐流に左右されながら島から次第

に遠ざかる。沖合に出ると小笠原諸島海域を北上する北マリアナ海流と北東から西南方向に

流れる黒潮反流に乗って西方に移動し、やがて南西諸島沖合で黒潮本流に乗り、九州、四国、

本州の太平洋岸に到達すると推定される。この間、約１年は海洋生活をし、洋上で浮遊する

腔腸動物、甲殻類、軟体類を主に索餌する。南西諸島から太平洋沿岸または対馬暖流に乗っ

て日本海に入った仔ガメは、沿岸の海藻類を索餌しながら、夏季は北緯４５．の北海道まで回

遊域を広げ、冬季は北緯３５．の関東以南の太平洋沿岸まで回遊域を狭ばめながら成長し、数

年を経て未成熟ガメとなる。やがて８～１０年で成熟すると産卵のために小笠原諸島に回帰

すると推定される。

－－夏季生活圏（１５℃）

－／冬季生活圏（１５℃）

一回遊経路。標識放流の主な捕獲地採食海域

ま

図４７．小笠原産アオウミガメの回遊模式図

6）ウミガメ類の保護増殖と規制

小笠原産アオウミガメの捕獲頭数の経年変化は図１５に示したように、明治以降著しく減

少した。その対策として人工ふ化放流試験が戦前いち早く行われ、３０年間にわたって約４

万頭を放流したが、その効-果はふられなかった。この原因は放流数の少ないこともあるが、

前述した標識放流の結果から判るように小笠原産のアオウミガメは広く［]本各地を索餌回遊

するが、途中伊豆諸島や南西諸島で未成熟ガメが捕獲されていたことも－凶と考える。戦前

は|,りじ東京都でもウミガメの保護規制は小笠原だけに定められ、伊豆諸島には規制がなく野

－１００－



放しであった。小笠原が{１本へ返還され、人工ふ化放流を開始し昭和６０年までの９年間に

１１万２千余頭を放流し繁殖保護を行った。更に未成熟ガメの索餌海域である伊豆諸島にも

甲長制限の規制を広げ放流効果が上るようにしたが、鹿児島ﾘiL、沖縄県にわたる南西諸島に

はアオウミガメの甲長制限がなく、未成熟ガメが多篭に捕獲されている。

全国におけるウミガメ保護規制の現況は表３のとおり、１都５%しで行われており、規制

の内容はまちまちである。アオウミガメを水産物として捕獲しているのは、鹿児島県の離島

と(中縄喋の八重山諸島である。したがって少なくともその保護規制は東京都と同一にする必

要があると思われる。今後、漁業規制をどのように統一できるかが残された大きな問題であ

る｡

■

表３４ウミガメ類の保｢護規制

地域 規制 保護増殖施設

L＝
小笠原水産センター

蓄養池、産卵、ふ化施設
小笠原海洋センター
展示室、飼育施設

''11背甲長７５ｍ

以下捕獲禁止
東京都 都漁業調整規則アオウミガメ

|
〕

御前崎町教育委員会
ふ化施設

御前|崎町立小・中学校
飼育施設

天然記念物（国）

Ｓ５５年から
保護区

静岡県 アカウミガメ

日和'佐町ウミガメ博物館
（カレッタ）ふ化施設

姫路水族館
飼育施設

県漁業調整規則

天然記念物（国）
保護区

徳島リＡ ウミガメ ﾀﾞﾉ

天然記念物（ＩＩＴ）
Ｓ、５０～５４

天然記念物（県）
Ｓ５５～

宮崎リ『し 宮崎野生動物研究会(宮崎大学）アカウミガメ

Ⅲ
町条例

保護区捕獲・
採卵許可制

鹿児島県 アカウミガメ

海中公園センター八重山研究所
タイマイ・アカウミガメ

海洋博記念水族館
アカウミガメ

タイマイ腹甲

長２５ｃｍ以下

捕獲禁示
沖縄県 ６～７月 県漁業調整規則ウミガメ

、

－１０１－
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Ｎ０．３００，３１４，３２３

渋谷政夫：（１９８１）：放射化分析一農林水産分野における新しい応用、ぶんせきN0.6

板垣雄弼：（１９８３）：親になるのはどく僅か、徳の島のアオウミガメ、週間朝日、１２－９

束(〔都水試：（１９８４）：未成熟アオウミガメの資源/lﾐ態に関する研究、東水試出版物、No.１８０

器本俊孝他：（１９８５）：宮崎市周辺に上陸するアカウミガメの産卵周期と阿遊、Ⅳt態会誌35,Ｎ0.4

橋’１尚三：（１９８５）：伊豆諸島の考古、民族学的研究、了報、ｌ]本史の黎|ﾘ]、六興ｌｌＩｌ坂

東〕j(都、徳島ﾘ,L、沖縄ﾘ,L漁業調整規則
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